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編 集 後 記  

 平成２７年も一カ月がたちました。皆様、今年はどのよ

うな目標をたてましたか？？ 

 今年は羊年ですね。羊は群れをなして行動するため、「家

族の安泰」や「平和」の象徴と言われています。皆様が

一年間、平和に過ごせますように・・・。 
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 早いもので今年もすでにひと月たちましたが、皆様方におかれましてはご健勝のこ

ととお慶び申し上げます。 

 日頃から社会福祉法人「夢の郷」の事業・活動にご指導・ご協力いただき誠にあり

がとうございます。 

 さて、今春には新しいグループホーム「あすか」が完成し利用が始まります。 

 この施設は、高齢化社会に十分に対応できるようバリアフリー住宅になっておりま

すが、設備だけでなくソフトの面でもしっかりと地域に根差した住まいの場にしてい

くことが大切です。 

 また、平成２４年に法人が取得した城山２丁目の土地については、理事会が中心と

なり「夢の郷将来構想委員会」の中で有効活用について検討していくことといたしま

した。「将来構想委員会」では土地活用のみならず利用者の方の立場に立ち、高齢社会

を見据えてこれからは何が必要かについて検討していく予定です。約５年を目途に考

えています。このためには関係者の皆さんの建設的なご意見を是非いただくことが必

要です。よろしくお願いいたします。 

 昨今、消費税・介護保険の増額が進められている中で、障害者福祉報酬の減額も予

想されます。ともすれば施設サービスの低下を招きかねないものですが、夢の郷とい

たしましては皆さんとともに知恵を出し合い、工夫をし、絶対にサービスの水準を落

とさないようにしていくことが求められています。 

 障がいは、いつでもだれでもなる可能性があり、決して他人ごとではなくなってき

ている時代です。皆様方のご協力のもと利用者、職員が一丸となって「夢の郷の基本

理念」実現に努めていきたいと思います。 

 本年もよろしくお願い申し上げます。 

 

・人権を守り主体性の尊重に努める 

・地域で暮らすための環境整備に努める 

・安心と安全の保障に努める 



      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事務長 佐野 

 家族で神社に参拝し「家内安全、日本・世界平和」を祈願しましたが、特に個人的に「今年はこれを目標

に打ち込むぞ」と言うほどの大層な抱負・目標はありません。 

 ただ、家族を含む周囲の人々に迷惑をあまりかけないよう心身ともに健康第一で過ごしていきたいと考え

ています。 

 昨年４月に夢の郷の職員にしていただいてから手探り状態、皆様方のご協力で何とかやってきた８ヶ月で

あったなぁ、まだまだ職責を果たしていないと実感しています。 

 無学で農家の嫁であった亡き母親は「働くとは、人が動くと書く。損得等考えずにまず自分から動くこと。

働くとは、はた（家族を始め周囲の人々の意味）を楽にすること。」とよく言っていました。今年もこの言葉を

大切にして仕事に励みたいと思っています。 

 自分が一日の大半を共にする夢の郷の利用者・職員の皆様方を少しでも楽にし、明るい場にするために

何が必要なのか、役立てることは何なのかを考えて働く年にできればと考えています。 

アンダンテ管理者 大瀬 

アンダンテでは日中の居場所を提供する日中一時支援と地域で安心して日常生活や社会生活が送れ

るように総合的な相談支援を行っていますが、その中でも今年度は計画相談支援を中心に、人生の設計図

作成のお手伝いをさせて頂きました。 

人生はエンドレス・・・。今年も引き続き、どのようにすれば自分らしい暮らしが実現できるか、利用者様の

ご希望や心配事等にしっかりと耳を傾け、そして一緒に考えさせて頂く時間を大切にしていきます。 

今年もよろしくお願いいたします。 

クローバーハウス管理者 高木 

 新年明けましておめでとうございます。 

昨年は格別の御温情を賜り、厚く御礼を申し上げます。社会福祉法人夢の郷、並びに就労継続支

援Ｂ型作業所クローバーハウスは皆様のおかげで今年も無事に新しい年を迎えることができまし

た。 

管理者として微力ながらも本年も誠心誠意頑張り、障がい者の地域支援をしていきたい 

と思います。職員一同、皆様にご満足頂けるサービスを心がける所存でございますので、 

何とぞ昨年同様のご愛顧を賜りますよう、お願い申し上げます。皆様のご健勝とご発展 

を心よりお祈りいたします。本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

いすず工房管理者 川岸 

 新年 明けましておめでとうございます。 

 忙しかった昨年でしたが、利用者さんはゆっくりと新年を迎えられたようです。初出勤の日、利用者

さんの晴ればれとした表情に接し、私も新しいエネルギーが沸いてくるのを感じました。今年も又、忙

しくなると思いますが、それぞれの目標達成に向けて、一歩一歩前進し、時には立ち止まる時もあり

ますが、大いに自身を高めて頂きたいと思います。利用者さんには私にできる限りの支援をさせてい

ただきたいと考えています。 

今年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

朝海ハイム・グループホーム管理者 山本 

 平成２７年がスタートしました。地域の皆様のご理解、ご協力により新しいグループホ

ーム「あすか」を４月に開設できる運びとなります。 

利用者の皆様が、自立した日常生活または社会生活を営むことが出来るよう、心の声に耳

を傾け目標に向かって努力していきたいと思います。皆様のご支援、ご指導よろしくお願

いいたします。 


